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目  的

◯クラシック音楽をピアノ生演奏で聴く機会を作る
◯日常、いろいろな楽器を練習している人が、人前で演奏す

る機会を作る
◯日本の優れた文化の一つである、「謙遜（けんそん）」を必

要以上に行わず自分を人前で表現できる人材を育成する
◯与えられた時間、環境を瞬時に理解し、自分の能力を再大

に表現できる人材を育成する

内容・経過

◯一般市民に対し、プロピアニストの生演奏コンサート
　「重利和徳ピアノリサイタル」６月 24 日
　「伊藤さくら、山根知花 “fleurir duo” コンサート」９月７

日
　この、プロによる生演奏コンサートは、一般の生活の中で

は、ほとんど触れる機会の無いものです。その中、参加
くださった方から、「人生で初めての体験でしたが感動し
た」との感想いただきました。

◯瀬戸内市小学校の学校行事に組み込んでいただき、小学生
に合わせたクラシックを選曲したコンサート。このコン
サートは、小学生全員が日頃なじみの有る選曲を行った
ことにより、一般に言われている「あきる」ことなく 60
分間、食い入るように鑑賞してもらえました。このことは、
子どもたちの将来に素晴らしい影響を与えたと確信して
います。公演後、RSK の取材に対し、生き生きと自分の
感じたことを述べている姿が、小学生とは思えないもの
でした。

◯コンサートラリーと称して、日頃練習している楽器を持ち
込み（ピアノは当方所有）司会者 MC により順番に観客
の前で演奏する音楽会

　「第２回ピアノコンサートラリー」８月 23 日・10 月 19
日

　この音楽会に関しては過去４回行いました。人前で、堂々

とした態度に対し親御様がとがめるような風潮が多く見
られていました。むしろ「尻込み」する姿を褒めている
様にも感じておりました。これが日本の「謙遜文化」と
思わせる場面を多く経験してきました。

　その中、回を重ねる度に、帰国子女の子どもたちは、同様
場面で堂々と表現ができることを伝えてきました。

　この音楽会は、「謙遜文化」の中で育った子どもたちには、
大きなハードルがあります。与えられた、環境、時間の
中で自分の能力を最大限に表現する、これが乗り越えら
れれば、子どもたちは大きな一歩を踏み出したと確信し
ます。

成果・効果

◯プロピアニストでのクラシックコンサートは、１公演
150 人前後の人に参加してもらえました。

◯参加型音楽のコンサートラリーは、毎回、40 人〜 50 人
の希望者がありました。参加した子どもたちは人前で表
現する度胸と技量に対し、大きく前進したと確信してお
ります。

今後の課題と問題点

クラシック音楽コンサートに関しては、関心の有る人の割
合が低く、集客に苦慮しました。
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